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 最近，携帯電話やファックス，インターネット等を利用した民間の地震予知・予測有料サービスをよ

く目にするようになった．2011 年東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）以降，地震研究者が，地震予

測（地震の場所・規模・発生時間の一部または全部を推定すること全般）と地震予知（地震予測の中で

も確度が高くて不特定多数の人の避難につながる情報に使えるもの）を厳密に区別した上で「地震予知

は困難」とくり返し表明したため（たとえば，日本地震学会理事会，2012），一般の人が持つ「地震予

知」に対する多様なニーズすべてが研究者によって否定されたというイメージが広まり，それが，上記

の地震予知・予測サービスの流行につながっているという一面がある．一般の人にとって，「地震予知」

と「地震予測」の区別は困難だからである．地震予知・予測有料サービスの中には，科学的根拠が不十

分なものもあり，その支持者（ユーザー含む）と地震研究者との間で評価が乖離しているケースが多い．

その大きな要因として，同サービス支持者側に，地震活動に関する基本的な知識に欠けている事があげ

られる．  

 地震活動に対する科学的素養を一般の方により多く持ってもらい，かつ，現状の地震学でどの程度ま

で地震の予測が可能か（どの程度不可能か）も知ってもらうために，今給黎（2016）を参考にして，気

象庁震度データベース（気象庁，2016）を利用した簡易な地震予測手法を考案した．また，その手法を

用いて，2015 年の都道府県別の震度 4以上の地震発生を予測し結果を検証した所，良好な結果が得られ

た．さらに，2016 年の都道府県別の震度 4以上の地震発生も予測してみた（図 1，図 2 参照）．このよう

な手法を，一般の方が自分でやってみることによって，日本列島の地震活動に対して地震学者が持つ「相

場観（どの程度の地震なら起きても当たり前という感覚）」を体得し，地震学者と同様に地震を評価し

地震に備えることができると考えられる． 
 
 本講演の詳細については，小泉・今給黎（2016）を参照していただければ幸いである． 
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図１ 2013-2015 年の地震活動を元にした 1 年（366 日間）の震度 4 以上の地震発生予測．地震発生確

率が 70％以上の都道府県を赤で，30％以上 70％未満の都道府県を黄で，30％未満の所を青で塗ってあ

る（小泉・今給黎（2016））． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 2013-2015 年の地震活動を元にした 3 ヶ月（91 日間）の震度 4 以上の地震発生予測．色分けの仕

方は，図１と同じ（小泉・今給黎（2016））． 


